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著作権が同文舘にありここでは表示できない。また、本書は絶版で購入できないがアマ

ゾンなどで調べると古書としては入手が可能のようだ。 
本書のねらいは、1980 年代まで先人・同僚が苦労して築きあげた戦後鉄鋼業と，鉄鋼生

産を中心とした「経営管理システム」および「情報システム」開発の背景・必要性・開発

方法論・発展過程を，一つの枠組みで振り返り再認識するとことにあった。 
その枠組みとしは、鉄鋼システム実務者の実務対象であった「システム」と「システム

ズ・アプローチ」の概念を明確にし、暗黙知的に適用し開発・運営を行ってきた鉄鋼の「経

営管理システム」と「情報システム」とを、あらためて「経営管理」の認識の仕方として

定義する。そのうえでそれを「理解と記述」の枠組みとして用いて日本型鉄鋼生産の「理

念」と「仕組みおよび特徴」の形式知的な記述を試みることにあった。自動車産業におけ

る生産管理の研究著作が多いのに比し当分野の著作が少ないのは残念である。 
ただし、諸般の事情から経営学部長在任中に執筆を初めて半年間で出版せざるを得ない

時間的な制約から、下表に示すような正誤表が必要になったことは慚愧に堪えない。 

         

　　　　　　　　　　　　　　「生産経営管理と情報システム」正誤表
頁　　　　　行目 誤 正

上から下から

13 8 環境（室内） 環境（室外）
26 6 基本理論 基礎理論
26 4 経営管理 経営
27 12 間系 関係
42 11 45% 85%
51 6 5 涌田宏明 脇田宏昭
72 2 三百万坪 百万坪

111 12 上位置づけ 上の位置づけ
122 8 安定した検索 生産経営管理システム
144 14 荒井淳三 荒川淳三
146 1 年代全般まで 年代前半まで
154 11 (1998年９月） (1958年９月）
159 1 1961年 1966年
168 8 情報系システム 管理系システム
177 6 Aotomation Automation
188 8 function Function
216 3 日産迫浜 日産追浜
218 2 イタリアの イタリアでの
221 3 新鉄製鉄所 新鋭製鉄所
223 10 適した通した 適した
226 6 短期経常計画 短期経営計画
227 11 工場場設備 工場設備
227 8 200名枠度 200名程度
227 7 自動化で・作 自動化で作
229 6 担うしとが 担うことが
229 9 他品種 多品種
292 ﾒｲﾄﾞ｡ｲﾝｼﾞｬﾊﾟﾝ ﾒｲﾄﾞ･ｲﾝ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ


































































































































































































































































































































































































































































































































